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第 4 章 側壁護岸の検討資料

第 1 節 側壁護岸の検討

側壁護岸は、もたれ擁壁（前法勾配 5 分、裏法勾配 3 分、天端幅 50cm）を標準とするが、

擁壁高や地質条件により擁壁の安定条件を満足できない場合は、擁壁天端幅の増厚、裏法

勾配の急勾配化等、安定条件を満足するような断面としなければならない。代表的な断面

や条件における検討結果については、いかのとおりである。

第 2 節 側壁護岸の検討資料

2.1 目的

砂防えん堤の前提保護に設置する側壁護岸について、近年土石流対策として設置されるえ

ん堤の中には、必ずしも良質な地盤上に構築されるものばかりではなく、様々な現場の土

質条件に対応することが望まれている。したがって本検討は、標準形状を適用可能な条件

の範囲を把握するとともに、適用範囲外のケースについての形状を把握することを目的と

する。

2.2 準拠基準

・道路土工―擁壁工指針（平成 11年 3月）

・砂防技術指針 （平成 14年 4月）

2.3 基本形状

・もたれ式擁壁

図 4-2-1 主えん堤部側壁位置図
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2.4 計算モデル
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2.5 基本形状

検討ケース

側壁高 3.0ｍ、4.0m、5.0ｍ、6.0m、7.0ｍ

前面勾配 n 0.5（固定）

背面勾配 m 1：0.3 を基本とする。

天端幅 B 0.5ｍを基本とする。

背面土砂

土質条件
礫質土、砂質土、粘性土

背面土砂形状 天端からレベル

前面土砂 考慮しない（水叩きを考慮しない）

荷重ケース 常時（自重+主働土圧）のみ

主働土圧の算定 盛土部擁壁、試行くさび法

水位 水抜きパイプを設置するため、考慮しない

安定条件

滑動・転倒・地盤支持力

※各土質条件において安定を満足しない場合は、

背面勾配又は天端幅を変化させ安定条件を満足

する躯体形状とする
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2.6 設計条件

2.6.1 躯体条件

・無筋コンクリート σck＝ 18 N/mm2

・コンクリート単位体積重量 γc＝22.54kN/m3

2.6.2 土質条件

（１）土質定数

設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P19,20.より抜粋）

計算方針

背面土（裏込め土）の土質定数は、下表による。

表 4-4-1 背面土の土質定数

土質 単位重量（γ） 内部摩擦角（φ） 粘着力（ｃ）

礫質土 20kN/m3 35° －

砂質土 19kN/m3 30° －

粘性土 18kN/m3 25° －



第４章 側壁護岸の検討資料

4-54

（２）地盤の許容支持力度

設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P.21 より抜粋）

設計方針

基礎地盤の許容支持力度は、下表による。

表 4-2-2 許容支持力度

土質 許容支持力度（qa）

礫質土 300kN/m2 密でないもの

砂質土 300kN/m2 密なもの

粘性土 200kN/m2 非常に硬いもの

（３）基礎底面と地盤との間の摩擦係数

設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P.21 より抜粋）

計算方針

支持地盤の種類毎に、礫層の場合には 0.6、砂質土の場合には 0.6、粘性土の場合に

は 0.5 とする。
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2.6.3 荷重の種類

（１）設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P.25 より抜粋）

（２）計算方針

側壁の荷重は、自重及び土圧（裏込め土の主働土圧）を対象とする。

側壁高が８ｍ以下であるため、地震時は考慮しない。

側壁には水抜きパイプを設置するため、水位は考慮しない。

自重 載荷重 土圧 地震時 水圧、浮力 雪 風 衝突

常時 ○ ― ○ ― ― ― ― ―
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2.6.4 安定条件

（１）滑動に対する安定

設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P.21 より抜粋）
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（２）転倒に対する安定

設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P.75 より抜粋）
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（３）支持地盤に対する安定

設計基準

（道路土工 擁壁工指針 P.76 より抜粋）

設計方針

設計基準に従い、安全率を設定する。

転倒 滑動 基礎地盤の支持力

①常時
｜e｜≦B/6 又は

e ≦B/6 e は負
Fs≧1.5 q≦qa
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2.7 計算結果

2.7.1 計算結果一覧表

表 4-4-3 のとおり、標準の側壁形状は、礫質土で H=3~7m、砂質土で H=3~5m の範囲での適

用が可能である。

また、上記以外のケースで①天端幅を拡幅した場合、②背面の勾配を急した場合に安定し

得る天端幅（B1）及び背面勾配（ｍ）を下表に示す。

表 4-4-3 計算結果一覧表

B1 m B1 m B1 m B1 m B1 m

標準形状 0.50 0.30 0.50 0.30 0.50 0.30 0.50 0.30 0.50 0.30

①天端拡幅

②背面勾配修正

標準形状 0.50 0.30 0.50 0.30 0.50 0.30

①天端拡幅 0.60 0.30 0.70 0.30

②背面勾配修正 0.50 0.20 0.50 0.20

標準形状

①天端拡幅 0.65 0.30 0.85 0.30 1.05 0.30

②背面勾配修正 0.50 0.10 0.65 0.10 0.80 0.10 0.95 0.10 1.30 0.20

out out

out out

礫質土

砂質土

粘性土

H=3m H=4m H=5m H=6m H=7m
土質 種別

out out

out out out

注）粘性土の H=6m、7m、①天端拡幅のケースは、地盤反力が許容値を超過する。

2.7.2 計算結果

各ケースにおける計算結果を次項に示す。
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